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	2026 第1回
	探究型
	リフレクション
	2026年6月20日(土)
	帝京大学 八王子キャンパス
	[無料]
	13:00〜16:30
	教師の新たな学びを開く 探究型リフレクション
	13:00〜
	第一部
	ゲスト

	探究型リフレクションワーク
	青山雄太さん
	14:30〜
	第二部

	ゲストを迎えての対話
	申込 →→
	お問い合わせ
	主催：NITS帝京大学センター・帝京大学大学院教職研究科




	◯NITS帝京大学センターについて
	　帝京大学大学院教職研究科（教職大学院）は、独立行政法人教職員支援機構（NITS）の地域センター事業を受託し、　NITS帝京大学センターを開設しました。NITSと連携し、教職員の主体的・対話的で深い学びにつながる研修、そして、そうした学びを考え続けるコミュニティーづくりに取り組んでいきます。
	　社会が目まぐるしく変化するなか、教職員の役割もさまざまに変化しており「学び続ける」ことが求められています。NITS帝京大学センターでは、地域のニーズにもとづき、研修の高度化に取り組み、多様な「学びの場」を提供していきます。

	◯NITS帝京大学センター  2026年度の予定
	◯帝京大学教職大学院説明会


